
長　門 市 広　報 昭 和39 年2 月18日（火曜日）

１９４ 号
発行 所　長 門 市 役 所
鯔 集 人　 中 村　寿 男

二
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

四
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
二
月
二
十
九
日
ま
で

個人市県 民税 期
日
は
３
月
2
1日
ま
で

お
近
く
の
場
所
で
申
告
を

申
告
し
な
い
と
自
分
の
損

今
年
も
個
人
市
、

県
民
税
の
申
告
を
す

る
時
期
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。

こ
の
申
告
は
、
昭

和
3
9年
度
の
市
民
税

と
県
民
税
の
課
税
を

す
る
の
に
大
切
な
申

告
で
す
。

申
告
義
務
の
あ
る
方
は
、
お
忘

れ
な
く
申
告
期
限
（
３
月
2
1日
ま

で
）
に
必
ず
申
告
し
て
下
さ
い
。

こ
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
説
明

会
を
開
き
ま
せ
ん
の
で
各
区
長
よ

り
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
配
布
し

た
「
申
告
書
」
と
「
申
告
に
つ
い

て
の
説
明
書
」
を
よ
く
読
ん
で
、

正
し
い
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

申
告
書
の
受
付
け
は

市
の
税
務
課
で
は
次
の
日
程
表

に
も
と
づ
い
て
職
員
を
み
な
さ
ん

の
部
落
に
出
張
さ
せ
申
告
の
相
談

や
申
告
書
の
と
り
ま
と
め
を
行
な

い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
場
所
に

申
告
書
を
持
っ
て
お
い
で
下
さ
い

。
も
し
そ
の
日
に
行
け
な
い
場
合

は
３
月
1
7日
か
ら
３
月
2
1日
ま
で

に
市
役
所
税
務
課
に
お
い
で
下
さ

い
。万

一
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
に
は

こ
の
申
告
書
を
期
限
内
に
提
出

し
な
か
っ
た
と
き
や
申
告
書
に
必

要
な
記
載
が
な
か
っ
た
と
き
は
、

扶
養
控
除
や
い
ろ
い
ろ
な
控
除
を

認
め
な
い
で
税
金
の
計
算
を
し
ま

す
か
ら
、
余
分
な
税
を
納
め
る
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
告
を
し
な
い
で

よ
い
人
に
次
の
よ

う
な
方
で
す

１
、
昭
和
3
8年
度
中
に
所
得
が
五

万
円
以
下
の
方

２
、
給
与
所
得
者
で
、
市
県
民
税

を
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か

れ
る
事
業
所
な
ど
に
勤
め
て
い

る
方
。
た
だ
し
、
給
与
以
外
に

所
得
が
あ
る
方
や
雑
損
控
除
、

医
療
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
申
告
し
て
下
さ
い
。

申
告
書
が
お
手
元
に

と
ど
か
な
い
方
は

市
役
所
税
務
課
か
お
近
く
の
支

所
で
う
け
と
つ
て
下
さ
い
。

三
税
の
受
付

け
を
同
時
に

所
得
、事
業
、市
民
税

昭
和
三
十
八
年
分
の
所
得
税
、

事
業
税
、
市
、
県
民
税
の
申
告
時

期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
税
は
三
月
十
六
日
ま
で
、
事

業
税
と
市
、
県
民
税
の
申
告
は
三

月
二
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
所
得

の
申
告
を
す
る
方
の
時
間
と
労
力

の
無
駄
を
は
ぶ
く
た
め
に
、
今
年

か
ら
は
こ
れ
ら
三
税
（
所
得
、
事

業
、
市
県
民
税
）
の
申
告
と
相
談

を
同
じ
場
所
で
受
付
け
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

所
得
税
の

申
告
該
当
者
へ

１
、
申
告
用
紙
は
所
得
、
事
業
、

市
県
民
税
を
一
つ
の
封
筒
に
入

れ
て
お
届
け
し
ま
す
。

２
、
申
告
の
際
に
は
、
三
税
の
申

告
書
と
通
知
書
、
印
鑑
、
そ
の

他
参
考
資
料
を
持
参
し
て
、
指

定
さ
れ
た
日
時
に
、
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
お
越
し
下
さ
い
。

３
、
確
定
申
告
書
の
様
式
が
改
正

さ
れ
、
控
え
用
が
提
出
用
に
代

用
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
申
告
書
の
ミ
シ
ン
線

以
下
の
部
分
は
納
税
者
自
身

で
切
り
取
ら
な
い
で
下
さ
い

所
得
税
の

か
か
ら
な
い
方
へ

１
、
申
告
用
紙
は
事
業
、
市
県
民

税
の
二
葉
の
用
紙
を
近
日
中
に

お
手
も
と
に
お
届
け
し
ま
す
。

２
、
申
告
日
は
、
事
業
税
、
市
県

民
税
を
あ
わ
せ
申
告
さ
れ
ろ
万

は
、
事
業
税
の
指
定
し
ま
し
た

日
に
申
告
し
て
下
さ
い
、

（
注
意
）
各
申
告
は
、
定
め
ら
れ

た
期
限
内
に
中
告
し
な
い
と
各

種
の
控
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

計
重
器
の

定
期
検
査

と
き
、
と
こ
ろ

三
月
九
日
九
時
ー
十
六
時

市
役
所
仙
崎
支
所

三
月
十
日
十
時
ー
十
四
時

通
公
民
館

三
月
十
一
日
九
時
半
ー
十
一
時

半
　
深
川
農
協
渋
木
支
所

三
月
十
一
目
十
三
時
ー
十
六
時

湯
本
温
泉
会
館

三
月
十
二
日
十
時
ー
十
五
時

俵
山
湯
町
会
館

三
月
十
三
日
九
時
ー
十
六
時

長
門
市
中
央
公
民
館

三
月
十
四
日
九
時
ー
十
二
時

長
門
市
中
央
公
民
館

靖
国
神
社
団
体

参
拝
者
募
集

三
月
六
日
ー
三
月
十
四
日

（
八
泊
九
日
）

列
車
の
種
類

．臨
時
貸
切
り
専
用
列
車

参
加
資
格
者

イ
戦
歿
者
の
遺
族
の
方

口
遺
族
外
の
人
で
も
靖
国
神

社
参
拝
を
希
望
す
る
方

会
費イ

割
引
券
の
な
い
方
（
一
般

の
方
）

九
千
八
百
円

口
遺
族
五
割
引
券
所
持
者
（

遺
族
の
方
）

八
千
三
百
円

（
国
鉄
七
割
引
券
所
持
者

七
千
円

申
し
込
み

ご
希
望
の
方
は
、
二
月
二
十

五
日
ま
で
に
市
福
祉
事
務
所

社
会
係
へ

国
体
記
念
写

真
帳
あ
つ
旋

県
国
体
事
務
局
編
集

領
布
価
格
一
部
約
六
百
円
（
予

定
）

規
格
　
Ａ
４
版
（
2
1セ
ン
チ
×

3
0セ
ン
チ
）

ペ
ー
ジ
数
　
六
〇
ペ
ー
ジ
程
度

う
ち
約
一
〇
ペ
ー
ジ
は
、
カ

ラ
ー
写
真
）

申
込
み

ご
希
望
の
方
は
、
二
月
二
十

五
日
ま
で
に
部
数
を
市
役
所

総
務
課
企
画
統
計
係
へ

保
母
試
験
実
施

試
験
の
日

３
月
2
5、
2
6日
（
筆
記
）

３
月
2
7、
2
8日
（
実
技
）

試
験
科
目

１
社
会
福
祉
事
業
一
般

２
児
童
福
祉
事
業
概
論

３
児
童
心
理
学
及
び
精
神
衛

生
４
保
健
衛
生
学
及
び
生
理
学

５
看
護
学
及
び
実
習

６
栄
養
学
及
び
実
習

７
保
育
理
論

８
保
育
実
習

試
験
場
所

山
口
市
宮
野

山
口
県
立
女
子
短
期
大
学

受
験
願
書
提
出
期
日

２
月
2
9
日
ま
で
に
山
口
市

山
口
県
婦
人
児
童
課
気
付

財
団
法
人

山
口
県
保
育
協
会
へ

く
わ
し
い
こ
と
は

市
役
所
福
祉
事
務
所
に
お
た

ず
ね
下
さ
い
。

香
典
返
し

通
四
区
　
　
山
根
五
郎
さ
ん

駅
前
区
　
　
森
清
　
繁
さ
ん

（
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

市民税申告受付日程
月 日　　　　 時　　 間　　 申 告 場 所　　　 対 象 部 落 名

2月24日　9時00－16時00

2.  25　9. 00 ―16, 00
2,  26　9, 00 ―16, 00
2,  27　9, 00 ―16, 00
2,  28　9, 00 ―16, 00・

2,  29　9, 00 ―16, 00

3，1　9, 30 ―16, 00
3，1　9, 30 ―16, 00
3，2　9, 30 ―16, 00
3，3　9, 00 ―16, 00

3 ，4　9, 00 ―16, 00
3，5　9, 00 ―16, 00
3，6　9, 00 ―16, 00

3，7　9, 00- 16, 00

3，9　9, 00 ―16, 00

3,  10　9, 00 ―16, 00

3. 11　9, 00 ―16, 00

3, 12　9, 30 ―16, 00

3, 13　9, 30 ―16, 00
3, 14　9, 30 ―16, 00
3, 15　9, 30 ―16, 00

3, 16　9, 30 ―15, 00
3, 16　10, 30 ―12, 00

通 支所

通 支所

通 支所

仙 崎 支 所

仙崎支所

大 日 比 区長 宅

青 海 島小 学 校
白 方 作 業 場

上 ノ 原 公 会 堂

上 川 西 公 会 堂

板 持公 会 堂

湯 本 温 泉事 務
所

向 陽小 学 校

市 役 所 会 議 室

〃

〃

俵 山 湯 町
川 之 湯 階上

俵 山 支 所

木 津 集 会 所

大 畑 小 学 校

真 木 公 会 堂

大 峠 区長 宅

仙崎 支所 新、中新、錦、
幸、新屋敷町
通12―16区
通7―11区
通1ー6区
旭、鳥越、新開、
栄、南、祇園町
かじや、今浦、洲
崎、北本、本町
大日比
青海、大泊
白方全区
上ノ原、後ケ迫、
開作、境川
上川西、下川西
板持全区
門前、湯本、
三ノ瀬

河原、殿台、大河内、小河内

田屋、江良、藤中中山、緑ケ丘

上郷、下郷、湊中
央、駅前、湊3区
正明市全区、
湊1, 2区

湯町、上政、上安
田、下安田、七重
大羽山、郷、黒川
小原、木津
山小根、坂水、
渋木全区
真木
大峠

昭和38年分　農業所得等算出基準表
水　　　　 稲 特殊田畑. 家畜. 家 きん. 副業 標準 外特 別経 費( 控除)

等級　基準　　所得金額
1　28以上　　28, 759円
2　26- 28　　27, 327
3　24 ―26　　26, 422
4　22―24　　24, 815
5　20 ―22　　23, 354
6　18 ―20　　22, 069
7　16- 18　　19, 794
8　14―16　　17, 280
9　12―14　　14, 475

10　10―12　　12, 666
11　10以下　　9, 218

種　　 別　　 所 得 金 額

田 う ら･　　反 当 △ 2, 882 円

普 通 畑　　 〃　　6, 487

年 間や さい（ 川屋 ）〃65, 000

汐（ そ の 他） 〃　55, 000

田 う ら や さい 〃　33. 000
飼料 畑　　　 〃　5, 300

〃（ 田 う ら） 〃　　2, 650

か き　　反 当 収入 金
X  0, 74―8, 000円

夏 み か ん　反 当 り経 費
16, 200

温 州 みか ん　 反 当 収 入 金
× 0, 80- 17,  OOC

す い か　 反 当 所 得16, 000

こ ん にや く　反 当 所 得
165, 000

も も　　反 当収 入 金
× 0, 69- 10, 500

な た ね　，図当　 △ 690
た け の こ　 収人 金x0, 74

なし廿世紀　反当収入金
× 0, 56- 22, 500

〃晩三吉　　〃
× 0, 52- 18, 000

ぶどうキヤンベル反当収入
露地　　金× 0, 76―12, 600
〃　　　　反当収入金
ビニール　× 0, 91- 75, 000
〃　　　　反当収入金
ベリーA XO, 78- 19, 000
れんこん　反当　55, 000
しいだけ　自山

収入金× 0, 50
買山
収入金× 0, 35

産　　 犢　　 １頭 当 り　収 入 金× 0, 76 ―10, 500

乳　　 牛　　 搾 乳　１ 頭 当 り　 収 入金 × 0, 50 ―38, 000
4･　　　　仔 牛　 １ 頭 当 り　 収 入 金 × 0, 72 ―10, 500

養　　 鶏　　 成 鶏　１ 羽 当 り　360　　300 羽 以下
〃　　　　　〃　　　 〃　　340　　500 羽 以下
〃　　　　　　　〃　　　　〃　　320　　500 羽 以 上

養　　 豚　　 成豚1頭 当 り5, 000円 仔 豚1頭 当 り3, 000円

わら 工 品　　 な わ　収 入金xO. 51

俵　　 代　　 俵　　142　　　　 か ま す　　98

牛 馬 費　 １ 頭　19, 700 円

２ 頭　19, 700 円
十17, 730円

くら下料
( 反当) 田表作2, 600 円

田裏作1, 300
畑 作1, 300

大農具　減価償却費
十比例経費

予　約　石当り1, 100
( 俵当り440円)

雇人費　標準経費超過額
( 領収証確認のこと)
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み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

「
市
民
の
声
」
欄
を
設
け
ま
す

み
な
さ
ん
が
、
平
素
市
役
所
な

ど
に
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
や

、
明
る
い
話
題
な
ど
確
設
的
な
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
兮
つ
け
だ
ま
わ

り
広
報
紙
上
に
て
広
く
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ご
竟
蜃
を
お
よ
そ
に
な
ろ
際
に

は
住
所
、
氏
名
、
年
令
　
職
業
を

正
し
く
ご
記
入
下
さ
い
。

国
体
県
民
運
動
協
力
者

山
口
県
知
事
か
ら
表
彰

市
内
八
団
体
へ

山
口
国
体

も
り
つ
ぱ
な

成
績
を
も
づ

て
お
わ
り
ま

し
た
が
、
他

県
選
手
団
に

良
い
印
象
を

あ
た
え
た
県

民
運
動
（
花

い
つ
ぱ
い
な

ど
）
に
も
つ

と
も
協
力
し

た
県
内
各
団

体
に
、
県
国
体
実
行
委
員
会
々
長

（
県
知
事
）
か
ら
表
彰
状
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。

長
門
市
関
係
分
は
さ
る
二
月
九

日
に
市
役
所
市
長
室
で
こ
れ
の
伝

達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

長
門
市
区
長
会
連
合
会
（
当
日
欠

席
）
長
門
市
連
合
婦
人
会
　
深
川

婦
人
会
　
俵
山
婦
人
会
　
深
川
小

学
校
育
友
会
　
長
門
市
郷
土
文
化

研
究
会
（
当
日
欠
席
）
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
長
門
第
一
大
隊
　
長
門
山

び
こ
会

（
写
真
上
は
県
知

事
か
ら
の
表
彰
状

を
市
長
か
ら
う
け

る
市
連
合
婦
人
会

の
役
員
、
下
は
伝

達
式
を
お
わ
り
表

彰
状
を
手
に
し
た

人
た
ち
）

官
行
造
林
生
産
事
業

の
あ
ら
ま
し

最
近
、
官
行
造
林
と
い
う
こ
と

ば
を
よ
く
耳
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

町
村
合
併
当
時
の
条
件
で
あ
っ

た
市
庁
舎
建
築
の
資
金
調
達
の
、

一
路
も
こ
の
官
行
造
林
の
恩
恵
を

う
け
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
官
行

造
林
の
説
明
を
少
し
い
た
し
ま
し

よ
う
。

官
行
造
林
と
は
何
か

官
行
造
林
と
は
、
森
林
資
源
の

培
養
と
市
町
村
財
政
の
確
立
を
目

的
と
し
て
、
市
町
村
が
、
国
に
土

地
を
提
供
し
、
国
が
造
林
、
経
営

管
理
を
す
べ
て
負
担
し
、
伐
採
適

令
期
に
な
れ
ば
、
こ
れ
を
売
却
し

そ
の
収
益
金
を
市
と
国
が
五
〇
％

あ
て
分
収
す
る
も
の
。

官
行
造
林
の
処
分
方
法

官
行
造
林
の
処
分
は
、
国
（
営

林
署
）
が
公
売
る
こ
と
が
原
則

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
収
益
を
よ

り
一
層
あ
げ
る
た
め
に
直
営
事
業

と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
の
見
積
り
額
で
市

が
買
取
り
林
木
の
生
産
、
販
売
を

市
が
直
接
行
な
う
も
の
で
有
利
と

見
込
ま
れ
長
門
市
の
場
合
は
、
後

者
の
直
営
事
業
を
適
用
し
て
い
ま

す
。国

か
ら
払
い
下
げ
を
う
け
た
数

は
別
表
一
の
と
お
り

直
営
事
業
と
は

こ
の
事
業
は
大
き
い
だ
け
に
、

市
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
は
い
ろ

い
ろ
と
困
難
な
問
題
が
あ
り
、
国

（
営
林
署
）
の
指
示
条
件
に
し
た

が
い
検
討
し
た
結
果
、
県
内
各
地

で
こ
の
よ
う
な
事
業
を
実
施
中
の

山
口
県
森
林
組
合
連
合
会
（
通
称

が
県
森
連
）
に
委
託
契
約
を
し
ま

し
た
。
（
市
議
会
の
議
決
後
）

委
託
契
約
の
内
容
は

林
木
の
伐
採
か
ら
販
売
ま
で
、

す
べ
て
の
作
業
を
委
託
し
、
販
売

金
額
の
う
ち
か
ら
作
業
手
数
料
、

販
売
手
数
料
を
県
森
連
に
支
払
っ

て
精
算
す
る
方
法
。

現
場
で
の
監
督
は

伐
採
直
後
、
生
産
さ
れ
た
木

材
の
材
積
確
認
と
検
収
を
、
市
林

務
係
の
全
職
員
を
は
じ
め
、
県
森

連
、
深
川
森
林
組
合
全
職
員
で
行

な
う
等
、
常
に
巡
視
と
監
督
の
徹

底
を
は
か
つ
て
い
ま
す
。

更
に
作
業
及
び
生
産
林
木
の
監

督
は
、
市
と
県
森
連
の
職
員
が
各

山
ご
と
に
二
名
あ
て
監
督
員
と
し

て
常
駐
し
、
現
場
（
各
山
）
か
ら

自
動
車
積
み
込
み
の
際
厳
重
に
検

収
（
才
取
り
）
を
行
い
そ
の
伝
票

を
仙
崎
、
宇
部
各
市
場
に
送
り
現

品
を
受
取
り
検
収
を
し
て
い
ま
す

事
業
の
実
績
は

事
業
実
績
に
つ
い
て
は
、
伐
採

、
運
搬
、
販
売
を
そ
の
都
度
監
督

員
か
ら
報
告
さ
せ
、
常
に
状
況
の

は
握
を
し
て
お
り
ま
す
。

十
二
月
現
在
の
実
績
状
況
は

別
表
二
の
と
お
り
で
す
。

む

す

び

前
記
の
別
表
一
と
二
の
と
お
り

官
行
造
林
を
国
か
ら
買
受
け
た
額

は
、
二
、
七
八
三
万
円
で
、
そ
れ

の
生
産
販
売
額
は
三
十
八
年
十
二

月
末
現
在
で
六
、
三
一
四
万
円
（

こ
の
う
ち
事
業
経
費
約
一
、
七
三

〇
万
円
）
で
あ
り
、
現
地
に
ま
だ

約
二
千
万
円
の
材
木
が
あ
り
事
業

経
費
を
差
引
い
て
一
千
二
百
万
円

程
度
は
得
ら
れ
る
見
込
で
そ
れ
を

あ
わ
せ
る
と
約
三
千
万
円
の
利
益

を
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
初

計
画
に
く
ら
べ
利
益
の
額
が
下
廻

っ
た
の
は
三
十
六
年
十
月
政
府
の

物
価
引
き
し
め
政
策
に
よ
っ
て
、

木
材
価
格
の
安
定
を
は
か
る
た
め

に
外
国
か
ら
木
材
の
輸
入
を
す
る

と
い
う
予
想
し
な
か
っ
た
事
態
が

生
じ
た
こ
と
も
減
収
の
大
き
い
原

因
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
官
行
造
林
事
業
に
つ
い

て
は
、
一
屑
真
剣
に
取
り
組
ん
で

行
く
方
針
で
す
。

赤痢予防

手
洗
い
が
第
一

な
ま
物
は
た
べ
な
い

（
エ
退
治
も
大
切

昨
年
暮
か
ら

市
内
各
地
で
、

赤
痢
（
法
定
伝

染
病
）
患
者
が

た
く
さ
ん
で
て

ぃ
ま
す
。

ま
だ
く

発

生
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
が

お
そ
ろ
し
い
赤

痢
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
、
ま

ず
次
の
こ
と
は

必
ず
守
り
ま
し

よ
う
。

１
、
手
洗
い
の

励
行外

出
か
ら
帰

っ
た
時
、
用

便
後
に
は
必
ず
手
を
洗
う
。

２
、
な
ま
物
を
た
べ
な
い

魚
、
野
菜
な
ど
は
、
な
ま
の
ま

ま
た
べ
な
い
で
、
必
ず
煮
る
か

焼
く
か
し
て
た
べ
る
。

３
、（

エ
退
治
を
す
る

（

エ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
は
、
赤
痢

だ
け
で
な
く
、
コ
レ
ラ
、
小
児

ま
ひ
な
ど
お
そ
ろ
し
い
病
気
を

運
ん
で
来
ま
す
。

便
所
、
み
ぞ
な
ど
の
清
掃
を
し

消
毒
し（
エ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

退
冶
を
し
ま
し
よ
う
。
こ
の
場

合
、
冂
分
０
ぶ
だ
け
で
は
効
果

▽
ツ
ヤ
ニ
ミリ
ま
せ
ん
。
隣
、

近
所
で
き
れ
ば
乱
落
全
体
で
Ｉ

せ
い
に
清
掃
消
毒
し
ま
し
よ
う

４
、
家
庭
治
療
は
し
な
い
こ
と

赤
痢
の
症
状
は
、
熱
が
出
て
下

痢
、
腹
痛
を
起
こ
し
ま
す
。
こ

の
場
合
は
自
分
が
薬
局
に
行
き

薬
を
飲
ん
で
す
ま
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
せ
ず
、
必
ず
医
者
の
指

示
を
う
け
て
下
さ
い
。

家
庭
で
の
治
療
は
、
熱
、
腹
痛

は
な
く
な
る
が
赤
喞
菌
は
そ
の

ま
ま
体
内
に
残
り
こ
れ
が
生
存

し
（
健
康
保
菌
者
と
い
う
）
沐

力
が
弱
ま
れ
ば
再
発
す
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

人
事
異
動

（
２
月
1
5日
付
）

税
務
課
市
民
係
　
山
口
一
郎
（

国
体
事
務
局
）

親
の
反
省
五
十
則

あ
な
た
は
、
子
ど
も
に
対

し
て
世
話
を
や
き
す
ぎ
、

子
ど
も
に
自
由
な
生
活
を

さ
せ
な
い
で
、
何
ん
で
も

自
分
で
お
ぜ
ん
立
て
を
し

な
け
れ
ば
、
気
が
す
ま
な

い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

あ
な
た
は
、
親
の
気
分

の
よ
し
悪
し
で
、
そ
の
場

限
り
、
で
ま
か
せ
で
軽
々

し
く
子
ど
も
と
約
束
を
し

て
、
そ
の
約
東
を
簡
単
に

破
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

裸
の
大
将
山
下

清
画
伯
来
市

２
月
2
5
日
ー
2
7
日

中
央
公
民
館

「
裸
の
大
将
」
で
お
な
じ
み
の

山
下
清
両
伯
が
、
県
内
八
ヵ
所
で

ひ
ら
か
れ
る
同
氏
の
滞
欧
作
品
展

に
出
席
の
た
め
山
口
県
を
お
と
づ

れ
ま
す
。

こ
の
滞
欧
作
品
展
は
、
同
氏
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
旅
行
し
た
時
の
、

ス
ナ
ッ
プ
写
真
百
点
以
上
、
絵
画

百
二
十
点
ふ
展
示
す
る
も
の
。

長
門
市
の
日
程

２
月
2
5日
か
ら
2
7日
ま
で

毎
日
朝
９
時
か
ら
夕
５
時

長
門
市
中
央
公
民
館

入
場
料小

中
学
生
一
人
　
二
〇
円

高
校
生
　
一
人
　
三
〇
円

一
　
般
　
一
人
　
八
〇
円

（
た
だ
し
、
身
体
の
不
自
由
な

子
や
恵
ま
れ
な
い
子
た
ち
に
は

教
育
委
員
会
の
証
明
書
を
持
参

す
れ
ば
無
料
）

・
生
徒
の
希
望
に
よ
れ
ば
サ
イ
ン

を
す
る
予
定

「
別

表

一
」
　
　
　
　

官

行

造

林

買

受

状

況

山
林
名
　
面
　
積
樹
種
　
　
立
木
材
積
　
　
買
受
払
込
金
額
　
契
約
年
月
日
　
　
市
議
会
議
決
年
月
日

第
一
山
林
　
　
元
町
昆
　
杉
檜
松
雑
　
　
一
（
、
九
元
石
　
　
三
、
六
〇
－
干
円
　
　
三
七
、
三
、
三
〇
　
　
三
七
、
三
、
一
六

第
二
山
林
　
　
一
元
、
吾
　
　
〃
　
　
　
　
言
、
一
同
六
　
　
　
三
、
七
吾
　
　
　
　
三
七
、
一
〇
、
二
五
　
三
七
、
九
、
二
六

第
三
山
林
　
　
言
、
Ｊ
　
檜
松
雑
　
　
　
七
、
一
四
六
　
　
　
二
、
四
（
０
　
　
　
　
三
八
、
三
、
三
〇
　
　
三
八
、
一
、
二
〇

計
　
　
　
　
　
　

七
九
、〔
〕四
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
、量
「
　
　
　
　

二
七
、（
言

備
考
　

立
木
材

積
は
幹
材
積
で
あ
つ

気
矜

用
材
積
は
〇
、
六
五
程
度

が
普
通

で
あ
る
。

【
別

表

己
　
　

官

行

造

林

林

産

物

生

産

事

業

状

況
　

（
一尺

、
三

末

現

在

）

山
林
名
　
　

山
　
　

検
　
　

。収
　
　
　
　

販
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
　
　
　
　

事
業
経
費

本

数
　

材

積
　
　

本

数

材

積

金

額

第
一
山
林
　

九
六
、五
九
五
本
　

一
云
９
三
石
　
　

九五
、一
眞

本
　

一
一
、
九（
（
石
　

弖
、
回
一千
円
　

七
、
六
お
千
円

第
二
〃
　

Ξ
七
、
七
六（
　
　

Ξ
、四
二（
　
　

一
９（
、六（
九
　
　

二

、六
七
七
　
　

二
九
、
亙
一
　
　
　

コ
（
十四

第
三
〃
　
　

亞

、（
九（
　
　

云

九一量
　
　
　

一
四
、蓉
一一
　
　

一
’Ｏ

Ｋ
Ｏ
 

Ｈ
'
亞
七
　
　
　

一
、
九
毛

計
　
　
　
　
　

ご六（
）、一司
一
　
　
　
二
九
、一尺
四
　
　
　
一
天

、二（
六
　
　
　
一
西
、
七
泛
　
　

六
瓢
一
四（
）
　
　
　
　
一
七
、
二
九（

備
考
　

本

表
の
材
積

は
利
用
材
積
で
あ
る
。
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